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茨 木 別 院  行 事 ご 案 内
1月 2月

日  時
会  場

元日（火）午前 0時より
別院本堂

● 修正会（しゅしょうえ）

日  時
会  所
講  師

9 日（水）午前 10 時半より
別院本堂
真宗大谷派参務
※初講に引き続き総会を行います。

● 本山九日講初講・九日講総会

日  時

講  師

28 日（月）午前 10 時より
別院会館にて
茨木別院輪番
※法話後､新年会（お斎接待）

● 親鸞聖人ご命日・
　　　婦人会報恩講と新年の集い

日  時

講  師

5 日（火）午後 1時半より
別院会館にて
加藤  恵 氏

● 教如上人ご命日・同朋会（どうぼうかい）

日  時
会  場

11 日（月）午後 1時半より
別院会館

● みほとけの歌の会

日  時

講  師

28 日（木）午後 1時半より
別院会館にて
茨木別院輪番

● 親鸞聖人ご命日・婦人会例会

月忌参りお休みのお知らせ

1月 1日（火）から 5日（土）の月忌参りは、
お休みさせて頂きます。
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。
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催
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。
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。
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。
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催
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縁
の
方
々
の
お
参
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日  

時

一
月
九
日　

  

午
前 

十
時 

よ
り

水

会  

所

茨
木
別
院
本
堂

講  

師

真
宗
大
谷
派
参
務

日  

時

一
月
二
十
八
日  　
午
前 

十
時 

よ
り

月

場  

所

茨
木
別
院
会
館

講  

師

茨
木
別
院
輪
番

婦
人
会
報
恩
講  

新
年
の
集
い
集
い

● 

お
斎
の
接
待
を
行
な
い
ま
す
の
で
参
加
御
希
望

　

の
方
は
、
別
院
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
○
七
二-

六
二
二-

二
九
○
三

と





いばらきみどう 第263号〈 5 〉2019年 1月1日

私たちは、（中 略）この『歎異抄』を読むこと
をとおして、生きた親鸞聖人にお会いする道
をいただくことができるのです。

　茨木別院開創の教如上人の御命日を機縁とし、同朋会を
開催しています。現在、『歎異抄』をテーマに共に学びを進
めています。
　どなたでもお気軽に参加いただけます。有縁の方々のご
参加をお待ちしております。

日 程 毎月５日［午後１時半から午後３時頃まで］

会 場 茨木別院会館

講 師 加 藤　恵 氏（教圓寺住職）

参 加 無 料

寺川俊昭師・『歎異抄』東本願寺出版より

茨茨木別院年間行事予定表定表茨木別院年間行事予定表定表
修 　 正 　 会修 　 正 　 会

本　山　九　日　講　初　講本　山　九　日　講　初　講

婦人会報恩婦人会報恩講・新年の集い新年の集い

春 季 彼 岸 会春 季 彼 岸 会

永 代 経 法 要永 代 経 法 要
本 山 九 日 本 山 九 日 講
茨木別院門徒会

１月１月

３月３月

５月５月

６月６月

暁 天 講 座暁 天 講 座

お 盆 墓 法 要お 盆 墓 法 要

盂　蘭　盆　会盂　蘭　盆　会

秋 季 彼 岸 会秋 季 彼 岸 会

報 　 恩 　 講報 　 恩 　 講

除 夜 の 鐘除 夜 の 鐘

７月７月

９月９月

１１月１月

１２月２月

８月８月

合同研修旅行
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。

　

尚
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い
た
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す
。
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い
。

除
夜
の
鐘
撞
き
に
つ
い
て

「 歎 異 抄 に 学 ぶ 」
教如上人  御 命日・同  朋  会

『歎異抄』をとおして、親鸞聖人の声に聞いていきましょう

● 『歎異抄』を読む人のために
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